
  

【スクールカウンセラー来校予定（５，６月）】 

 ５月 24日（金）午後 ６月 11日（火）午後  

※ ご希望の場合は学校にご連絡ください。 
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 新入生 28名が入学し，全校生徒 112名で赤木名中 

学校の令和６年度がスタートしました。今年度も，生 

徒・教師・保護者・地域の声を基に，「魅力ある学校づ 

くり」を推進してまいります。 

 始業式で，本校の学校教育目標について話しました。 

「心身共に健康で，ふるさとに誇りをもち，豊かな心 

と確かな学力を身に付け，たくましく生き抜く生徒を 

育成する」 

まずは，健康。身体はもちろん，心の健康，そのた 

めには人との関わりが大切になります。１年生は７校

から集まり，２年生は新クラスで，３年生は初めて１

クラスでの学級になります。お互いに助け合い，相手

のことを思いやりながら過ごしてください。 

２つ目にふるさとに誇りをもつ。将来，この笠利の

ため，奄美大島のために貢献できる人間になってくだ

さい。 

３つ目に豊かな心と確かな学力を身に付ける，「魅力

ある学校づくり」の「学校が楽しい」「みんなで何かを

するのは楽しい」「授業に主体的に取り組んでいる」「授

業がよく分かる」の４つの項目を意識して取り組んで

ください。 

４つ目のたくましく生き抜く，校訓の自主・協力・

忍耐・科学。この４つを意識していれば，自然とたく

ましく生き抜く生徒に育っていくと思います。 

この１年間が皆さんにとって有意義で，実りの多い

ものとなるよう，職員一丸となって頑張ります。 

 
 

 ５月 11日の土曜授業に『赤中ＴＥＡタイム』

を実施しました。 

 『ＴＥＡタイム』と名前がついていますが，

この時間を利用して家庭学習の充実を図る取組

を行いました。 

 まずはグループでそれぞれの家庭学習で工夫

したところやがんばったところを紹介し合いま

した。その後，タブレットを活用しながら全体

で発表を行い，自分の家庭学習に生かせること

を学び合いました。その学びをもとに，次の時

間には自分で実際に学習に取り組みました。 

 今後の家庭学 

習の内容が更に 

充実したものに 

なるよう，また 

ご家庭でもお話し 

ください。 

 ２年生が５月 13 日から，３年生が 14 日から

の３日間，それぞれ修学旅行と職場体験学習を

行いました。 

 修学旅行では長崎，福岡，熊本を訪れ，各地

の歴史や文化などを学ぶことができました。 

 職場体験学習では各事業所で仕事を体験し，

将来に向けての目標を持つことができました。 

 今回の学習が必ず生徒たちの将来に役立つと

思います。 

 

 土曜授業の裏で，第一回家庭教育学級が開か

れました。今回は『野草で調理をしよう』とい

うことで，草ラボ主催 内田 モコさんを講師

に招き，草パンケーキと草ミキを作りました。 

 まずは学校裏での野草を摘みから始まり，調

理室での調理活動にうつりました。小麦粉と煮

詰めた米に，それぞれに野草の汁と搾りかすを

入れるなどしてミキとパンケーキを完成させま

した。 

 約２時間の活動でしたが，終始楽しく活動を

することができました。第２回も決まりました

ら早めにお知らせします。次回も多数のご参加

をお待ちしています。 
ＨＰ，ブロ

グはこちら

から 

情けは人の為ならず 

 

肥後 孝幸 

 

 皆さんは，この言葉の本当の意味をご存じです

か？よく「他人に情けをかけるとその人のためにな

らない」と間違って使われることが多いようです。 

 本来の意味は，「情けは人のためではなく，いずれ

は自分に返ってくるので，誰にでも親切にした方が

良い」という教えです。人に親切にしたことは，巡

り巡って自分が親切にされる。皆さんもそのような

体験をしたことがないでしょうか。 

 ここ奄美には，昔から「結の心（精神）」が根付い

ています。人々が助け合い，協力しあう。薩摩藩に

よる圧政に苦しめられた経験や米軍による厳しい

統治を経験しても，常に互いに相手のことを思い合

い，支え合ってきた先人の方々に見習うことが多々

あります。ここ笠利では，今もなお，そのことを感

じることが多くあります。 

 さて，皆さんは友達や，家族，地域の方のことを

思って行動・言動をしているでしょうか？クラスメ

イトに，心ない発言をしていないでしょうか？自分

の周りにはヘルプを求めている人はいないでしょ

うか？ 

「情けは人の為ならず」は，人に対して良いこと

をしても悪いことをしても，巡り巡って自分のとこ

ろに必ず返ってきます。人が苦しんでいる時に手を

差し伸べると，自分が苦しい時には誰かが救ってく

れます。校訓の中の「科学」にある「気づき，考え，

表現する生徒」を目指して，一歩を踏み出せる生徒

になってほしいと思います。 


